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とある。
　また、マラリアについて一例を挙げれば、衛生状態に苦慮した総督府は、明治 29 年 2 月、
総督樺山資紀の名により、「本島ハ概ネ瘴癘瘴気ノ発生地ニシテ衛生上有害ノ事項多シト
雖モ克ク衛生ノ道ヲ普及セシメ各自ノ摂生宜シキヲ得バ敢テ健康ヲ保全シ能ハサルノ境ニ
アラズ」として「大清潔法」の施行、「土地ノ清掃」「塵芥ノ除去汚水ノ排除等」を号令し
ているが、この「瘴癘瘴気」と表象された伝染病がマラリアである 
5
。
　本報告ではこのペストとマラリア対策を中心に、衛生政策と地域社会について述べてい
きたい。
1　ペスト流行と衛生政策
　統治初期において、住民による激しい軍事的抵抗を受けた総督府は、北部から南部に徐
徐に侵攻し、軍事的制圧に伴って行政機関を設置していった。ここでは、清代に台湾第二
の都市と称された中部の商港鹿港における行政の開始と衛生対策について述べてみたい。
　鹿港出張所長佐竹義和は、明治 28 年 11 月、鹿港に入ると同時に「全市到処悪臭襲ヒ来
リ一大清潔法ノ決行止ム可カラサルヲ知レリ」と判断し、「第一条　腐敗ノ飲食物ヲ販売
スヘカラス」「第二条　塵埃糞土等居室街衢ニ堆積ス可カラス」「第三条　井池ノ周囲又ハ
門前ノ溝渠等ニ塵埃放置汚水停滞セシムル可カラス」「第四条　街衢溝渠等ニ放尿ス可カ
ラス」などを規定した「清潔条規」を「鹿告第一号」として告示したことを総督府に報告
している。すなわち、行政の最初の仕事は衛生対策であった。
　佐竹によれば、清代の「諸種ノ行政機関ハ全然廃棄絶滅ニ帰シ之ニ代ル新政施設ノ機関
ハ未タ一モ備ハラス……言語亦通セス所謂上意下達ノ道甚タ迂遠」という状況において、
名望ある人物を総理などに任命して住民を動員し、溝渠浚渫などの清潔法を実施したとい
う 
6
。
　このように日本軍による「平定」に伴い行政機関が各地に設置され、いよいよ、明治
29 年 4 月、台湾は民政に移管される。総督府において衛生事業を担当したのは、民政局
総務部衛生課である。その最初の報告、「四月中衛生事務成蹟報告」によれば、「刻下衛生
ニ関スル事業中阿片取締ノ事海港検疫ノ如キ」が緊急課題とされている 
7
。
　事実、同年 5 月 21 日付けの台南県知事磯貝静蔵の報告によれば、対岸の廈門から安平
にペストがもたらされ、4 月 17 日から 5 月 12 日の間に 13 名の死者を出していることが
記されている 
8
。
　ペストは秋には新竹・基隆などの北部にも波及し、全島的な流行となったが、11 月 2 日、
総督府は「目下台北市街ニ於ケルペストノ病勢ハ益々蔓延ノ徴候有之ニ付此際臨時ペスト
 5 『明治二八年開府以降軍組織中　台湾総督府公文類纂　永久甲種三』第 54 案件。
 6 『自開府至軍組織中　台湾総督府公文類纂　永久乙種一五』第 25 案件。
 7 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久乙種一三』第 13 案件。
 8 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　一五年保存六』第 8 案件。
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病予防委員ヲ組織」した 
9
。これを承けて台北県知事橋口文蔵は、11 月 8 日、訓令を発し
て「臨時ペスト病予防消毒規程」を定め、検疫本部・支部を組織して消毒に従事している 
10
。
また橋口からは「第一条　台北市街ノ公衆衛生ヲ普及セシムル為メ衛生組合ヲ設置スヘ
シ」などと規程された衛生組合規則を制定したことが総督府に報告されているものの、ど
のような活動をしたのか、具体的には不明である 
11
。
　ちなみに、明治 29 年 8 月 10 日、総督府は「伝染病発生ニ際シ漸次人民中重立チタル者
ヲシテ予防消毒ノ事ニ与カラシメ……貧民救助等之儀ハ可成隣佑互ニ相扶持スルノ方法計
画」について策定し、案として、
本島目下ノ状勢遂ニ之ヲ街庄ノ責務トナスヲ得ス故ニ伝染病予防消毒心得中ニモ予防
消毒ノ事務ハ総テ掛官吏ノ責任ト規定セラレタリ……漸次人民ヲシテ衛生思想ヲ養成
シ尋テ公衆衛生ノ事務ニ慣熟セシメ終ニ街庄ノ団体ニ於テ予防消毒ノ責務ヲ全スルニ
至ラシムルハ将来衛生施政上必要ノ儀ト為スニ付土地ノ状況ヲ察シ漸次人民ノ重立タ
ル者ヲシテ貧民救助等之可成隣佑互ニ相扶持セシムルノ方法……予メ計画可有之此段
及通達候也
と民政局長から各地方庁に送付しており、橋口もこの通達を承けて組合を結成したものと
思われる 
12
。
　この間、総督府が緊急を要する伝染病対策や阿片の取り締まりを含む、衛生行政一般の
担当者として各地に配置したのが公医である。
　明治 29 年 6 月制定の「台湾公医規則」によれば、「区域内公衆衛生及医事ニ関スル諸件」
には、上下水の清潔、伝染病の検疫・予防、種痘の普及、黴毒駆除、貧民救療、阿片に関
すること、公園の衛生など広範囲の事柄が含まれており、公医は警察と協力して推進する
ことが規定されている 
13
。このように、公医には担当区域において、住民の治療に限らず警
察機関と協力して衛生事業一般について活動することが求められていた。
　明治 29 年 12 月に開催された地方官諮問会議において、民政局長水野遵は、公医制度に
ついて「本島住民ニ対シテ文明ノ智識ヲ得セシメルニ最モ必要ノモノト思考ス」と発言し
ている。公医の活動は文明の使者として、総督府の行政が地域に浸透していく上で重要な
役割が与えられていたことが理解できる 
14
。
　また、総督府は同 29 年 6 月には、「台湾伝染病予防規則」を立案し、9 月に成立させた。
予防規則は「虎列刺ペスト赤痢痘瘡発疹窒扶斯腸窒扶斯実布咥利亜（格魯布）及猩紅熱」
の 8 種を伝染病と規定したが、同文書には、「予防消毒法施行ノ責ニ任スル自治団体モ無
 9 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久甲種六』第 22 案件。
 10 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久乙種一九』第 25 案件。
 11 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久乙種一九』第 15 案件。
 12 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久乙種二一』第 17 案件。
 13 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久甲種六』第 10 案件。
 14 『明治三〇年　台湾総督府公文類纂　一五年追加一』第 2 案件。
台湾総督府の衛生政策と地域社会
47
之候ニ付総テ当該官吏ヲシテ其衝ニ当ルノ方針」と述べられており、衛生政策の推進機関
として自治的団体を想定してはいたものの、当時の状況においてその実現は容易ではな
かった 
15
。
　さらに翌明治 30 年 2 月には、総督府は「台湾中央衛生会」を設置し、公衆衛生に関す
る総督の諮詢機関とした 
16
。その後、明治 32 年 6 月に台南医院長長野純蔵・医学校長代理
和辻春次・台中医院長馬富珪之助・台北医院長代理松尾知明による建議がなされると、こ
れを承けて「台湾地方病調査会及伝染病調査会」が設置される。同建議は、「就中ペスト
ハ累年市街地ニ流行シマラリヤノ如キハ各地殆ント其惨害ヲ蒙ラサルハナシ」とペストと
マラリアを挙げて「之レガ研究ト撲滅ノ方法トヲ講究スルハ独リ医学上ニ於テノ必要ナル
而已ナラス又国家生存上緊急ナル問題ニシテ実ニ公衆衛生上ニ於ケル目下之急務」と指摘
する 
17
。
　このように地域と中央において伝染病対策の態勢が整えられていった背景には、繰り返
されるペストの流行があった。
　明治 30 年 3 月、台中県彰化支庁におけるペスト発生のために出張した総督府民政局技
師岩田清三郎は、1 月に泉州から入港した船から伝染したことを確認し、患者の人名を挙
げてその感染経路を報告している。その対策として周囲に検疫所を設け、「患家消毒ニハ
石炭酸昇汞水等ヲ用ヒ一週乃至二週ニ及ブ一家交通遮断ヲ行ヒ予防消毒法一般ニ略遺憾ナ
ク施行」したとしつつ、発生源に近い鹿港について「土人ノ不潔ナル習慣ハ殊ニ著ク為メ
ニ日光ノ殆ント透徹セサル室内ニ汚物蓄積ノ状態ハ一見悪心ヲ催サシムル此不潔ナル室内
ニ於ケル消毒ノ困難ハ筆紙ニ克ク尽ス所ニアラス」「衛生上弊害ハ枚挙ニ遑アラス」と記し、
「全戸数三千人口三万ニ近キ大市街ニ於テ各戸調査ノ容易ナラサル等伝染病予防ニ関シ
種々ノ障碍ヲ見ル」と伝染の拡大を警戒していた。
　その後、3 月 5 日、鹿港にもペストが発生したため、岩田は同年 5 月、再び視察を命じ
られる。鹿港には地域の指導層などを中心に治安維持、土匪対策などのために組織された
保良局があり、岩田は、保良局員を動員して消毒作業に当たらせ、また、保良局の負担に
より避病院を開設して本島人の医生をして治療に従事させた。しかし、岩田は「土人ノ不
潔ノ習慣ハ到底一朝一夕ニ改善シ得ヘカラス……今日ノ務ハ官衙ハ勿論内地人ノ居住ハ可
成衛生上好適ノ地ヲ撰ンテ建設シ……現ニ鹿港市街ノ衛生的観察ニ於テ其土民生計ノ状態
住家不潔ノ度上下水ノ不完全等ニ着目セハ其改築ノ困難ナル之ヲ改良スルノ労ハ都市新設
ノ容易ナルニ如カサルヲ知ラン」とまで極論しており、防疫は容易ではなかったと思われ
る。
　鹿港は清代に対岸との交易で栄え、台湾第二の海港都市といわれたが、強い海風を防ぐ
ために屋根を連ねて市街全体をアーケード状とする独特の景観で知られていた。そのため
日光が室内に届かない構造になっており、岩田がその市街の構造自体を不潔の原因として
 15 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　甲種永久六』第 16 案件。
 16 『明治三〇年　台湾総督府公文類纂　甲種永久七』第 41 案件。
 17 『明治三二年　台湾総督府公文類纂　永久保存追加四』第 8 案件。
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いたことが理解できる。しかし、ここでも課題は住民との関係にあった。交通遮断・遺体
の火葬などの対策について ｢現況ニ依レハ其効ヲ奏スルモノハ稀有ニシテ却テ民治上ノ妨
害タラントスヘキモノ比々皆然リ熟考スルニ此等ノ諸法其理間然スヘキナキカ如シト雖実
際上其効ヲ得ス却テ患者隠蔽ヲ招クノ媒タルヲ見ハ其利害蓋シ速断シ難キモノアリ｣ と岩
田は記しており、緊急対策が住民による患者隠匿につながることに苦慮していた 
18
。
　前述したように、台南においてもペストは猛威を振るっていた。明治 29 年 7 月、台南
県知事磯貝静蔵は「告諭第五号」を出して、一昨年に広東・香港において流行した黒死病
が「本年春以来当台湾嶋ニ伝播シ来リ現ニ安平港ニ於テハ四十有余の黒死病患者」が発生
し、県知事自ら現地に出張して検疫に奮闘したことを告げ、症状の出た者は必ず医師の診
察を受けること、室内・身体 ･衣類の清潔、斃鼠の焼却などの予防法を厳命している 
19
。し
かし、ペストは翌 30 年にまた台南で発生している。この時の流行について、5 月 7 日付
けの台湾総督府民政局技師山口秀高の復命書には、台南市街において 3 月 23 日に患者が
確認されたことと共に、「当初ハ専ラ公医ヲシテ其治療ヲ負担セシメ患者ノ自宅治療ヲ行
ヒ厳密ナル消毒法ヲ施行シタリ然レトモ爾来戸口調査ノ益々精密トナルニ従ヒ愈ヨ多数ノ
患者ヲ見出スルニ至リ……四月十八日避病院ヲ開設シ翌十九日ヨリ患者ヲ収容シタリ」と
あり、対策をとったことが報告されている。
　山口は蔓延の防止が困難な事情として「一旦患者ノ発生スルヤ家族ノ多数ハ早ク已ニ逃
走シ家ニ在ルモノ僅カニ其一二ナルモノ多シ交通遮断ノ目的ヲ達シ難キ之レ困難ノ一ナ
リ」「汚穢サレタル衣類或ハ器具ト雖トモ隠匿シテ室内ヲシテ殆ント空虚ナラシムルモノ
アリ之レ困難ノ二ナリ」などの他、家屋の構造、言語不通、消毒人員の不足などを挙げて
いる。特に、「土人ノ本病流行及検疫ニ対スル感情」として、「伝染ヲ怕ルト云ハンヨリハ
寧ロ之ニ附随スヘキ生業ノ妨害或ハ検疫ノ為メ警官等ノ出入頻繁トナリ或ハ器具ヲ焼却破
損セラルヽ等ヲ怕ルヽモノ如シ蓋シ之レ下等者流ノ常情ナリ……是レ天命ニアリ人為ノ救
フ処ニアラストノ観念ヲ離ルヽコトナキカ如シ」と指摘してペストの発生に対する苛烈な
措置を警戒している実情を記している。さらに「土人ノ日本医師ニ対スル感情」として、「猥
リニ無稽ノ妄説ヲ称ヘ避病院ヲ嫌悪スルノミナラス日本医師ノ治療ヲ厭フノ情漸次増進ス
ルカ如シ……又土人中ノ医生ナルモノアリ之レ亦陰ニ陽ニ日本医師ノ治療法ヲ批難シ常ニ
反抗ヲ試ムルカ如シ」と記して、対策が困難な事由に触れている 
20
。
　明治 30 年末、鹿港でまたもペストが発生したため、岩田は消毒所設計調査やペスト予
防消毒法視察の命を承けて、30 年 12 月から鹿港を再び視察している。31 年 1 月 20 日付
けの復命書によれば、鹿港は 30 年に今回を含め 3 回のペスト流行を見たといい、対策検
討の必要上として、上下水道・厠の構造・塵芥の処理・居室の採光・市場・食材・衣服・
墓地など住民の日常生活に関する多角的な民俗調査をしており、復命書は住民の暮らしを
知る史料としても興味深い。とりわけ衛生に関係する記述を摘要すれば、厠については「豪
 18 『明治三〇年　台湾総督府公文類纂　一五年保存四』第 7 案件。
 19 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久乙種一七』第 1 案件。
 20 『明治三〇年　台湾総督府公文類纂　一五年保存四』第 2 案件。
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商等ハ自邸内空地アレハ甕ニ灰ヲ入レタルモノヲ備ヘ男子ニ限リ之ニ放尿シ灰ハ下水溝ニ
放チ……女子ハ都テ暗瞑ナル寝室ノ一隅ニ便器ヲ備ヘ毎朝掃除人之ヲ搬出ス又下等土人ニ
在リテハ便器ヲ溜池又ハ河流ニテ洗浄スルモノ少カラス」とあり、塵芥については「市外
中各処ニ塵芥捨場ノ設ケアルニ拘ハラス所在空地ニ汚物ヲ投棄スルモノ甚タ多ク」、居室
は「其居間ノ如キハ勉メテ光線ノ射入ヲ防ケルヲ以テ昼間ト雖トモ点火シテ始メテ進入ス
ルヲ得ルモノ少ナカラス」と記されている。
　このような環境に加えて「元来土人ノ伝染病患者ヲ隠蔽スルコト甚タシク爾来未タ一名
ノ発病報告者ヲナシタルモノナシ」という状態であり、巡査による戸口調査にも限界があ
るという。市街の清潔のために、「予防費二百円ト街民ノ負担スル所トヲ合シテ十一月二
十五日ヨリ十二月二十二日ニ至ル二十八日間毎日街長役場ヨリ人夫十五人ツヽ出シ巡査十
名ヲ附シテ之ヲ監督セシメ専ラ下水ノ疎通及塵芥ノ投棄ヲ為シ最不潔ノ場所ニハ石灰ヲ撒
布セシメタリ……衛生委員ヲシテ周ク注意セシメ」たといい、鹿港ではすでに衛生組合も
組織されていた。ただ、「衛生組合ハ街内ニ家宅ヲ有スルモノヲ以テ成ルモノトス」「組合
ハ委員一名ヲ置ク」「衛生組合員ハ毎日朝夕両度室内外ハ固ヨリ街路及下水ノ掃除ヲ為ス
コト」が規定されていると報告されているが、それ以上、その活動について具体的な運用
については記されていない。
　また岩田によれば、避病院においては、「看護ノ為病者ノ親族一名ツヽ附添ハシム」「病
者ノ待遇ハ専ラ懇切ヲ旨トスルモ薬品ハ土人医生ノ投スル所ニ任シ内地人ト土人中委員ノ
投薬ヲ乞フモノニ限リ医員施治」するなど、住民感情に対する配慮なども見られる 
21
。ちな
みに、明治 31 年 6 月の県知事磯貝静蔵による台湾総督児玉への「台南避病院景況報告」
と題された文書にも、看病人について「患者ノ望ニ任セ親戚故旧ノ附添看病人ヲ随意許可
スルモノトセリ」とあり、また、「患者ノ食餌」は「台湾弁菜者ヲ傭ヒ常ニ台湾患者ニ慣
用スル食料中可成滋養分ニ富メル食物ヲ与ヘリ」とされていて、一定の住民対策が取られ
ている 
22
。
　明治 31 年、ペストは南部でも流行を繰り返しており、台湾総督府属魚返煥乎は 4 月、
嘉義・台南の視察を命じられている。魚返によれば、鹿港から嘉義・台中に伝播し、さら
に台南に拡大しており、ここでも対策をめぐる住民の動向について「彼等カ検疫施行上ニ
対スル希望ハ健康調査交通遮断ノ廃止会葬禁止ノ解除」が挙げられている。その理由とし
ては「元来本島ノ婦女子ハ他家ノ男子ニ接セサルノ常習ナルニ……診察ヲ受クルニ当リ診
察ノ方法台医ト異ナリ神心安カラス且薬剤ノ如キモ洋薬ハ台人ノ性質ニ適セサルヲ以テ軽
症ハ重症ニ変シ重症ハ死ヲ招クニ至ル」とする住民の受け止め方にあるという。また、「巡
査立番ヲ付セラルヽニ付遮断内ニ在ルモノハ言語不通ノ人ニ抑圧セラレ親戚故旧ノ往来ヲ
禁止セラレ屋内ニ閉居不自由困苦ノ極終ニ病ヲ隠シ之ヲ厭フノ念ヨリ患者ヲ隠匿シ益々病
毒ノ伝播ヲ来シ」と現状を報告している。ことに、会葬については「親戚故旧相会シ可成
的其葬儀ヲ盛ニシ哀悼ノ情ヲ表セントスルニ之ヲ禁止セラルトキハ古来ノ慣習ニ戻リ親戚
 21 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　一五年保存一』第 30 案件。
 22 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　一五年保存第一三之二』第 16 案件。
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50
故旧ニ対スル最終ノ情誼ヲ表スル能ハス」と反発が強いことが指摘されている。
　そのため、魚返は「将来ノ希望」として、地方庁に衛生課員を任命して平素から消毒な
どの活動に従事させること、公医は本島人医生と平素から気脈を通じて協力し合うこと、
街庄長などの下級行政の担当者に対して「衛生事項ニ対シ狐疑ノ念ヲ去ラシメ併テ公衆衛
生ノ事務ヲ負担スルノ精神ヲ養成スルコト」「地方官ニ於テハ古来ヨリ存在スル自衛ノ慣
習ハ十分之ヲ養成シ後日自治衛生上ノ基礎ヲ立ツルニ注意スルコト」などを建議している 
23
。
　総督府による対策が住民感情や慣習と齟齬し、強い反発を受けたことは、台北の住民自
身が総督府に訴えた文書が残されていることからも知られる。「検疫及健康調査ノ義ニ付
本島良民ヨリ具訴ノ件」と題され、総督府内において回覧された明治 31 年 5 月付け文書は、
「今警察医生ヲ率ヒ四処ヲ捜拏シ病人ヲ一タビ面リ見テ死相加フルトシ内ニシテ父母妻子
夫婦兄弟外ニシテ姑姨姉妹母舅外甥皆同シク禁錮シテ出入ヲ肯セズ」とする強制的な隔離
対策を、｢検疫ノ法土匪ノ害ヨリ甚シ｣ と非難し、「民ノ旧慣ニ仍リ爰ニ敢テ検疫ノ法ヲ息
メ民ヲシテ共ニ昇平ヲ享ケシメンコトヲ請フ」と、総督府の強権的な衛生行政の転換を求
めている 
24
。また、同年 6 月には、新竹県の一住民が総督に提出した、ペスト予防消毒に対
する訴状が、総督府から新竹県知事に回送されている 
25
。
　以上、統治以来、各地においてペストは流行を繰り返し、総督府は中央集権的な防疫態
勢を整備するとともに、住民自身による衛生活動を促進するために、清潔法を実施し、住
民意識・旧慣の変革、市街構造の改造などの多角的な政策の推進に腐心していたことが理
解できるであろう。
2　保甲制度
　前節で触れたように、総督府は地域における公医の配置、中央における衛生機関の設置
など、伝染病対策の態勢を整備したが、ここでは住民組織について述べたい。
　周知のように、総督府は領台以来、住民による各地における武力的抵抗に直面していた
が、明治 28 年 7 月、台北の茶商李春生を代表として、紳商十数名連署の「今般新ニ撫民
ノ一局ヲ設置セラレ地方ヲ鎮定セラレンコトヲ願上候……公平無私ノ各紳商等協議ヲ遂ケ
城郭ノ内外適宜ノ場所ヲ撰テ保良局ヲ開設」したい旨の文書が提出されたことを機に、台
北県知事田中綱常の建議を経て、8 月、保良局設置を認可した。「保良局章程」によれば、
その主たる役割は日本兵による「良民ヲ虐使」することの防止や「土匪ノ金銭ヲ強奪」を
上申して「兵士ヲ派遣シテ捕縛」することにある 
26
。
　しかし、このような組織がどこまでその目的を達し得たかは疑問である。一例を示せば、
明治 29 年 6 月、雲林地方において「土匪」に襲撃されたことを機に日本軍が多くの住民
 23 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　一五年保存一四』第 4 案件。
 24 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　永久乙種二八』第 15 案件。
 25 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　永久乙種九』第 18 案件。
 26 『自開府至軍組織中　台湾総督府公文類纂　永久乙種三』第 32 案件。
